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全国一律1500円に程遠く すべての労働組合の結集が課題

最低賃金、全国どこでも1500円を訴える

今年度の都道府県ごとの最低賃金が決定された。全国平均
の引き上げ額は 31 円、時給の平均は 961 円となった。全国の
うち、合わせて 22 の道と県では国の目安を上回った。現在、
全国平均で時給 930 円の最低賃金について厚生労働省の審議
会は、今年度、都道府県ごとに 30円または 31円引き上げて、
全国平均で 31 円引き上げるとする目安を 8月 1 日に示した。
これを受けて全国の地方労働局の地方審議会で議論が行わ

れ、8 月 23 日までにすべての都道府県でまとまった。それに
よると全国平均の引き上げ額は国の目安通り 31 円で、時給の
平均は 961 円になった。31 円の引き上げは、目安で示す制度
が始まった 1978 年度以降で最高で、今回は、合わせて 22 の
道と県で国の目安を上回る引き上げ額となった。
◆岩手県、鳥取県、島根県、高知県、沖縄県が 30円の目安を 3
円上回る 33円の引き上げ、

◆山形県、愛媛県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎
県、鹿児島県が 30円の目安を 2円上回る 32円の引き上げ。

◆茨城県、山梨県、兵庫県が 31円の目安を 1円上回る 32円の 出所：時事通信
引き上げ。

◆北海道、青森県、秋田県、新潟県、山口県、徳島県が 30 円の目安を 1 円上回る 31 円の引き上げ
になった。

◆このほかの 25都府県は目安通りだった。最も高いのは東京都 1072円、神奈川県 1071円、大阪府
1023円。私たちが目指す全国一律 1500円にはほど遠い金額だ。
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過去最大の水準を見据えた議論の期待があった
今年度の地域最低賃金の引

き上げが、地方労働局と地方
審議会の攻防を経て決定した。
中央審議会から地方審議会

の中であまりにも大産別の労
働組合の影響が少ない。関わ
りを持たない。産別最賃があ
り、産別が最賃に無頓着では
ない。しかし、地域最賃とい
うカテゴリーに足を入れない。
自らの組合員がいないからだ。
ユニオンショップ協定におけ
る労働組合の労働協約に、非
正規雇用労働者が入っていな
いからだ。非正規雇用労働者
は組合員に認めない。対応を
して、準組合員等にあるが、
正式ではない。この殻の重圧
が重く、組合員の拡大、非正
規を無くす運動にブレーキを
かけている。
■春闘よりも賃金の底上げを
する最賃闘争
今や地域最賃の引き上げが、

社会的に賃金の底上げをしてい
る。それだけに、経団連は「地域
最賃の大幅引き上げは企業経
営を圧迫させる」等々、と横やり
を入れてきている。資本は労働
者の雇用から搾取で利潤を上
げる。散々に非正規雇用を作り
搾取を続けてきた。資本は、最
賃引き上げで、搾取強化ができ
なくなるからと反対をする。労働
者の格差・貧困などお構いしな
い。すべての労働者が立ち上が
るとき、全国一律最賃1500円が
実現する。

最賃が上がると会社は潰れる、労働者のコストを物件費扱いする企業はヤメロ！
搾取を続ける資本！最賃引き上げを骨抜きにしているのが「シフト制による雇用」です。資本の

都合のよい時間だけ働かせ、１日の労働時間が２時間から３時間も珍しくなく、ダブルワークを余
儀なくされる。ゼロ時間さえある（体のいい解雇）。時間額が上がると、満足に1日8時間、週5日間
を労働させない。生活できる賃金っを得られない。
資本は労働者の生活など考えない。「シフト制による雇用」は、近年、急速に増えている。入社

時の労働契約に「シフトによる」この文言で、資本の手で労働時間が操られ、労働者の口も封じら
れる。経団連が春闘時に発行する経営側の春闘方針「経営労働政策特別委員会報告」でも強調、「最
賃の大幅引き上げ（たかだか20円台を大幅と呼ぶ）では、これ以上、止めないといけない」といら
だつ。「何を言うか泥棒、いらだつのは労働者。資本は労働者をなめるな！」「労働者が生活できる
賃金も出さず、内部留保に走るのが資本主義」労働者が声を上げ、すべての労働者の団結で早急に
全国一律1500円！を目指しましょう。
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安倍元首相「国葬」中止求め 大学教授や作家などネット署名呼びかけ
参議院選挙の応援演説中に銃で撃

たれて亡くなった安倍元総理大臣の
国葬まで 1 か月余りとなる中、大学
教授や作家などが、国葬の実施が憲
法で保障する思想の自由に反すると
して、中止を求める署名活動を始め
ると発表した。
署名活動を始めるのは、東京大学

の上野千鶴子名誉教授や、作家の落
合恵子氏、鎌田慧氏、佐髙信氏など 17
人。来月 27 日に行われる安倍元総
理大臣の国葬が法の下の平等や思
想、良心の自由などを保障する憲法に反するなどとして、23 日からおよそ 1 か月間、インターネッ
ト上で中止を求める署名活動を行う。22 日の会見で、永山教授は「誰かを弔う気持ちと同じように
弔わない気持ちも重要だ。安倍元総理大臣を弔うように強要することは思想の自由に国家が土足で
踏み込むようなものだ」と指摘した。また、五野井教授は「国葬を行う法的根拠がない。われわれ
の税金を使うことには疑問を感じる」と話した。世論を二分する国葬論争など、当初はあったが各
報道機関では、反対は 60 ％以上、賛成は 30 ％で 2 ／ 3 以上が「国葬は中止」を求めている。岸田
内閣支持率も 30％台に下降した。
それでも、政府は国葬の実施について「儀式として実施されるものであり、国民一人一人に政治

的評価や喪に服することを求めるものではない」としているほか、法的な根拠について「内閣府設
置法に内閣府の所掌事務として国の儀式の事務に関することが明記され、閣議決定を根拠として行
うことができる」としている。閣議決定など、岸田内閣が勝手にやったことで法的根拠もない。

国葬批判「国民の声とかなりずれている」…茂木幹事長
国葬反対60％以上 もう茂木に言わせない国葬は中止！
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安倍元首相の国葬、世論調査で「反対」が圧倒的…毎日新聞53％、フジテレビ51％、テレ朝51％
毎日新聞と社会調査研究センターが実施した全国世論調査（8 月 20・21 日）で、銃撃されて死亡

した安倍元首相の国葬について、「反対」は 53 ％で「賛成」の 30 ％を上回った。「どちらとも言え
ない」は 17％だった。
「7 月 19 日に発表された NHK の世論調査では、国葬を『評価する』49 ％に対して、『評価しな

い』が 38 ％。1 カ月で反対意見が大幅に増加した背景には、旧統一教会（世界平和統一家庭連合）
と安倍元首相、自民党との関係性が露呈したことがある。FNN調査（8月 20・21日、フジテレビ系）
でも、『賛成』の 40.8 ％に対して『反対』が 51.1 ％。ANN 調査（8 月 20・21 日、テレビ朝日系）
でも、『賛成』34 ％に対し、『反対』が 51 ％。各社の調査で『反対』が過半数を超える数字になっ
ている。国葬は 9 月 27 日、日本武道館で開催、6400 人の参列を受け入れ、莫大な税金が投入され
る。

安倍元首相の「国葬」中止を求めるネット署名を広げよう
戦争させない・9条壊すな！ 総がかり行動実行委員会

教授や作家などが、国葬の実施が憲法で保障する思想の自由に反するとして、中止を求める署名
活動が 8 月 23 日から始まりました。期間は 1 ヶ月を予定している。取り組みに際して、「戦争させ
ない・9条壊すな！ 総がかり行動実行委員会」

【呼びかけ】
飯島滋明（名古屋学院大学教授）石村修（専修大学名誉教授）稲正樹（元・国際基督教大学教授）
上野千鶴子（東京大学名誉教授）内田樹（神戸女学院大学名誉教授）落合恵子（作家）鎌田慧（ル
ポライター）清末愛砂（室蘭工業大学大学院教授）五野井郁夫（高千穂大学教授）斎藤美奈子（文
芸評論家）佐高信（評論家）澤地久枝（作家）
島薗進（東京大学名誉教授）清水雅彦（日本体育大学教授）田中優子（法政大学名誉教授・前総長）
中島岳志（東京工業大学教授）永山茂樹（東海大学教授）※アイウエオ順

◆『安部元首相の「国葬」中止を求めます』ネット署名が始まりました。
URL は、 https://www.change.org/kokusouhantai です。署名と拡散へのご協
力をよろしくお願いします。
また、QR コードも用意しましたので、チラシやプラカード等で御活用

下さい。

＊右のバーコードに、QRコードにかざして読み取ってください。
＊ヤフー、グーグルから「ネット署名 総がかり」

アベ元首相の国葬反対
ネット署名を呼びかけよう！

街頭に出れば、多くの場所で「アベ元首相の国葬反対」のスタ
ンディングが行われています。私たちは、新社会党、ユニオンネ
ット平和センターとともに、街頭に立ち「国葬反対」「ネット署
名」の呼びかけをしましょう。中央、地域で「格差・貧困」「憲
法改悪、戦争のできる国」に進めてきた安倍元首相の大罪は許せ
るものでありません。
全国の都道府県本部が、ユニオンが、団体などが共闘して街頭

宣伝を始めています。「国葬」まで 1 ヶ月です。国葬反対の声を
上げ、呼びかけましょう。ネット署名を呼びかけましょう。


